
依
っ
て
後
人
之
を
啓
光
院
地
獄
と
い
ふ
と
あ
る
。

フ
ゴ
ウ
カ
タ
ヤ
タ
シ
ヨ
符
合
方
役
所

J
Y
ヨ

ム
キ
ゴ
ニ
ユ
ウ
ヨ
ウ
カ
タ
ト
リ
チ
ョ
ウ
リ
ゴ
ヨ
ウ

諸
向
御
入
用
方
取
調
理
御
用
。

フ
ヨ
ウ
ジ
普
光
寺
河
北
部
続
前
に
在
っ
て
、

長
宗
東
一
献
に
幽
す
る
。
も
と
同
郷
巾
須
賀
に
蹄
た
が
、

延
銃
二
年
今
の
腕
に
移
っ
た
。

フ
ゴ
ウ
シ
ヨ
符
合
所
御
録
用
掛
巾
の
一
分
認

で
、
務
財
政
の
牧
支
過
不
足
を
制
強
統
計
す
る
腕
で

あ
る
。

プ
コ
ウ
ズ
カ
イ
武
功
困
解
一
加
。
有
神
武
氏

の
答
。
職
場
の
地
形
・
物
見
・
線
的
等
を
附
設
し
た
も

の
で
、
資
永
訂
.
年
の
作
で
あ
る
。

プ
サ
イ
イ
ン
盟
財
院
ハ
一
〉
沿
革
1
羽
咋
郡
白

瀬
に
在
っ
て
、
官
制
宗
に
邸
し
、
白
石
山
又
は
白
狐

林
と
縛
す
る
。
初
め
柴
山
が
白
石
山
に
草
開
胞
を
諮
り
、

正
和
元
年
そ
の
揚
子
明
崎
議
哲
が
治
批
に
就
い
て
滋

寺
を
興
し
た
と
い
ふ
。
能
管
名
跡
志
に
、
『
此
寺
は
音

壁
山
和
向
初
谷
の
山
中
の
石
山
に
座
制
の
時
、
自
相
似

来
h
v
て
副
ア
仕
。
此
白
楓
こ
の
所
に
故
千
年
住
で
、

終
に
和
簡
の
法
味
に
あ
づ
か
り
仰
果
を
得
し
と
な

ん
。
則
祭
山
和
向
此
腕
に
一
宇
建
立
有
し
寺
也
。
夫

よ
り
代
々
知
識
住
持
せ
り
。
崎
将
き
線
引
婦
な
り
。
中
に

も
且
澗
和
簡
は
希
代
の
腕
阪
を
渡
し
、
血
管
の
大
般

若
経
六
百
容
有
。
同
卵
仰
の
三
舗
あ
h
V
0

・
共
時
用
ひ

ら
れ
し
硯
・
金
の
小
万
有
。
誠
に
有
が
た
き
貨
物
也
。
』

と
あ
る
。
↓
ケ
ツ
ジ
ヨ
ダ
イ
ハ

y
-
一
ヤ
キ
ヨ
ウ
血

書
大
般
若
綬
。

ハご
V

凶
貸

l
蟻
財
院
に
十
一
一
同
制
脅
・
塑
似
脅
・
馬
顕

槻
普
の
立
像
各
一
躯
が
あ
る
。
第
一
は
長
け
一
六
六
・

七
題
、
第
二
は
一
入
穴
・
一
一
一
極
、
第
三
は
一
七
二
・
七

纏
。
皆
一
木
彫
で
、
平
安
朝
初
期
に
行
は
れ
た
特
有

の
作
風
を
有
し
な
が
ら
、
藤
原
様
式
の
浸
漸
を
示
し
、

フコ
l
ーフシ

強
中
に
柔
味
を
有
す
る
。
三
瓶
共
に
同
一
工
人
の
手
一
っ
て
、
各
村
の
借
受
け
得
ぺ
き
躍
が
一
定
し
、
盟
.
凶

に
成
っ
た
も
の
ら
し
く
、
務
に
馬
頭
観
音
の
奇
古
な
一
一
貧
富
に
諭
な
く
草
高
に
路
例
糊
寓
す
る
も
の
で
あ

る
表
情
は
、
筑
前
捌
脅
寺
の
腕
磁
と
相
並
ん
で
我
が
一
・
り
、
そ
の
図
牧
も
極
め
て
厳
重
で
あ
っ
た
か
ら
、
賃

閥
布
有
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
唯
そ
の
腕
都
は
後
補
一
践
に
利
す
る
所
砂
か
っ
た
。
是
を
以
て
春
御
貸
米
・

で
あ
る
。
之
が
段
財
院
に
存
す
る
こ
と
は
、
各
そ
の
一
培
作
食
米
・
耕
作
御
仕
入
米
・
去
暮
皆
済
御
賞
美
米
・

背
部
に
、
『
一
エ
糊
脅
之
内
。
元
総
元
年
成
長
三
足
音
日
一
袈
出
来
迄
取
扱
米
等
の
名
目
を
以
て
貸
奥
す
る
こ
と

奉
再
興
、
弘
法
大
師
御
作
、
録
用
妙
林
組
口
提
也
。
施
一
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
後
の
亭
保
二
十
年

中
町
加
納
屋
典
兵
衛
、
白
石
山
川
田
財
調
院
般
若
盛
現
住
一
に
初
っ
た
夫
食
御
貸
米
に
同
じ
く
、
瓦
つ
夫
食
御
貸

光
用
澗
在
利
』
と
あ
っ
て
、
岡
部
矢
駄
村
か
ら
移
さ
一
米
が
初
っ
て
か
ら
も
筒
混
じ
て
行
は
れ
た
。
次
い
で

れ
た
も
.
の
で
あ
る
と
僻
へ
ら
れ
る
。
大
正
十
三
年
入
一
天
明
元
年
作
食
米
を
磁
す
る
に
及
び
、
滞
は
前
年
・
の

用
文
部
省
は
之
を
凶
貨
に
指
定
し
た
0

・
一
強
凶
に
よ
り
春
季
に
百
姓
の
夫
食
貸
来
を
.
出
版
す
る

フ
サ
イ
オ
シ
ョ
ウ
ゴ
ロ
タ
普
清
和
問
語
録
一
一
こ
と
を
許
し
た
が
、
そ
の
躍
は
作
柄
に
も
よ
り
、
叉

加
。
加
賀
大
原
山
事
興
寺
の
閉
山
鴨
神
義
務
の
部
録
一
郡
に
も
よ
っ
て
多
少
の
差
が
あ
っ
た
。
夫
食
米
は
資

で
あ
る
。
そ
の
永
平
寺
臓
の
も
の
は
普
消
致
和
筒
法
一
援
を
有
す
る
百
姓
を
除
き
、
そ
の
他
を
三
等
又
は
四

税
制
と
組
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
等
に
分
か
ち
、
高
制
又
は
人
刻
に
よ
っ
て
貸
附
し
た

フ
サ
イ
ゼ
ン
キ
ユ
ウ
普
演
芸
救
醇
洞
宗
の
術
。
一
が
、
こ
れ
と
て
多
く
の
詩
作
を
鑓
し
て
前
年
不
作
の

加
担
河
北
泌
の
人
。
幼
に
し
て
滞
住
寺
了
光
を
砲
し
一
影
響
を
受
け
る
こ
と
大
き
か
っ
た
者
も
、
そ
の
損
害

て
難
援
し
、
次
い
で
丹
波
永
様
寺
の
泌
幻
寂
簸
に
依
一
に
樹
首
す
る
夫
食
米
を
借
受
け
る
こ
と
を
得
な
か
っ

っ
た
。
沼
幻
の
総
持
寺
を
司
る
に
及
び
、
普
消
亦
之
一
た
か
ら
、
天
保
十
年
以
来
作
高
百
石
に
付
き
夫
食
米

に
従
ひ
、
牒
臨
元
年
印
可
を
党
け
、
加
賀
の
型
興
寺
一
概
ね
ご
石
と
し
、
資
産
あ
る
も
の
を
除
き
、
役
闘
の

に
住
し
、
明
徳
四
年
総
持
寺
に
上
り
、
僻
し
て
塑
興
一
程
度
に
随
ひ
て
多
額
を
貸
附
す
る
こ
と
に
し
た
。
夫

寺
に
問
。
、
廊
永
三
年
永
・
禅
寺
を
主
り
、
五
年
越
前
一
食
米
の
返
上
方
法
は
時
に
よ
り
同
じ
く
な
い
が
、
務

の
飽
泉
寺
に
題
。
、
岡
閥
蹴
勝
寺
の
開
組
と
な
り
、
一
末
に
歪
り
跡
々
御
貸
米
中
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

十
三
一
年
正
局
六
十
二
裁
を
以
て
寂
し
た
。
一
フ
シ
サ
カ
伏
坂
お
鳳
芸
部
内
保
の
内
の

フ
サ
ダ
一
房
回
鳳
至
郡
大
屋
庄
に
鴎
す
る
部
w
m
o
-
-小
手
。

フ
シ
オ
ガ
ミ
伏
舜
白
山
の
尾
添
日
奇
勝
、
槍
一

新
宮
の
商
の
坂
路
を
い
ふ
。
坂
の
ロ
樹
木
の
少
い
腕
一

か
ら
、
悲
香
者
が
初
め
て
大
汝
岳
・
御
前
岳
を
望
ん
一

で
之
を
奔
す
る
か
ら
名
を
得
る
。
又
市

J

瀬
口
の
登
一

絡
な
る
槍
宿
の
上
に
も
伏
拝
と
い
ふ
腕
が
あ
る
。
一

プ
タ
キ
夫
食
夫
食
は
滞
が
百
姓
の
耕
作
仕
入
一

の
震
貸
奥
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
寅
際
は
作
食
米
一

に
同
じ
い
。
併
し
作
食
は
箆
文
中
に
定
め
た
額
に
よ
一

フ
ジ
シ
ャ
ガ
ダ
ケ
富
士
寝
岳
江
沼
滞
納
淵
・
我

谷
・
片
谷
・
大
内
領
に
跨
る
。
高
き
九
四
二
米
。
地
質

牢
腹
以
上
は
石
英
粗
商
岩
。
饗
態
富
士
山
に
似
る
を

以
て
名
づ
け
、
一
に
江
沼
富
士
と
も
鼠
に
岳
山
と
も

い
ふ
。
一
一
蹴
山
上
に
不
動
・
地
蔵
・
糠
迦
の
像
を
置
い

た
嗣
が
あ
っ
た
か
ら
不
地
剛
匂
岳
で
あ
る
と
い
ふ
が

信
じ
ら
れ
ぬ
。
こ
の
山
の
奥
に
富
士
奔
み
と
い
ふ
高

地
が
あ
り
、
晴
天
に
は
富
士
・
白
山
・
立
山
を
見
得

る
。
江
沼
志
稿
に
、
こ
の
山
の
我
谷
債
に
奥
行
十
閲

許
の
仙
人
踏
と
い
ふ
が
あ
る
と
記
す
る
。

フ
シ
ド
伏
戸
わ
セ
鳳
至
郡
下
町
野
郷
に
臨

す
る
邸
帯
。

フ
ジ
ナ
ス
富
士
都
子
前
回
家
所
有
の
茶
入
で
、

名
品
中
の
名
品
と
い
は
れ
た
も
の
0
.矢
正
の
大
茶
湯

に
は
今
小
絡
道
三
の
所
持
と
し
て
出
さ
れ
、
観
る
者

皆
そ
の
催
委
に
魅
せ
ら
れ
た
。
唐
物
茄
子
の
中
無
類

の
泡
品
で
あ
る
か
ら
笛
士
と
名
づ
け
た
と
も
い
ひ
、

駿
河
で
見
出
し
た
か
ら
だ
と
も
い
ふ
。
後
努
苦
の
有

に
闘
し
、
鹿
長
ご
年
十
一
周
十
三
日
之
を
利
家
に
賜

は
っ
た
。

フ
シ
ミ
伏
見

4
ヤ
マ
ジ
ナ
山
科
。

フ
シ
ξ

伏
見
珠
洲
泌
正
院
郷
に
臨
す
る
部
帯
。

邸
安
五
年
ご
周
ご
十
三
日
の
文
書
に
正
院
郷
内
伏

見
・
小
泊
と
見
え
る
。

フ
シ
ミ
イ
ナ
リ
シ
ヤ

p
ヨ
ウ
伏
見
稲
荷
祉
領

石
川
榔
味
朝
日
郷
内
に
京
都
伏
見
稲
荷
枇
の
跡
領
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
建
武
元
年
九
周
の
文
書
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
。

フ
シ
ミ
ガ
ハ
伏
見
川
石
川
部
知
気
寺
領
山
な

る
城
山
の
架
か
ら
流
出
し
、
二
斑
蛍
川
と
な
り
、
四

泉
・
米
泉
領
域
で
額
谷
川
と
務
合
ひ
、
是
よ
り
下
は

古
保
川
と
な
っ
て
陪
川
に
入
る
。
伏
見
川
は
二
高
堂

川
も
古
保
川
も
含
ん
だ
名
で
あ
る
。

ヲ
シ
ミ
ガ
ハ
伏
見
川
珠
洲
泌
底
笠
領
山
ょ
。

流
出
し
て
、
伏
見
領
で
海
に
入
る
。
流
槌
入
粁
許
。

フ
シ
ミ
ジ
伏
見
寺
金
縛
野
凶
寺
町
に
在
っ
て
、

行
基
山
と
践
す
る
。
も
と
石
川
郡
伏
見
に
居
た
が
、

中
興
快
存
の
時
、
元
和
元
年
今
の
寺
地
を
賜
は
り
吋

快
存
は
、
五
年
入
居
二
日
選
化
し
た
。
寺
磁
阿
部
澗
陀

如
来
の
倒
像
は
丈
ご
二
種
一
の
銅
製
で
、
昭
和
十
二

年
五
周
凶
賓
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
そ
の
製
作
時
代
は

七
二
一

-


